







を卒業して 1 ～ 3 年となる卒業生に対する調査から，リカレント教育の拡
充へ向けた示唆を得ることを目的に卒業生の学習ニーズについて検討し





















































































調査は，平成 30 年 12 月に実施した A 看護系
大学における卒業生 228 名（卒後 1 ～ 3 年目）
を対象とした全国共通の IR 調査において，回
































































































対象の概要は，表 1 に示した。卒後年数 1 年
目 11 名（28.9％），2 年目 12 名（31.6％），3 年目




人は 8 名（21.1％）〔大学院 2 名，助産学・養護
教諭別科 6 名〕であった。将来的な進学等の展
望については大学院 6 名（15.8％）〔内，専門看














A 看護系大学卒業生におけるリカレント教育に対する学習ニーズ  ―Institutional Research（IR） からの分析―
83=n





5 異文化の人々に関する知識 38 2.00 2.0,3.0 38 3.00 2.0,3.0 0.554
000.00.4,0.300.3830.3,0.200.383力能のプッシーダーリ6
7 人間関係を構築する能力 38 4.00 3.0,4.0 38 4.00 4.0,4.0 0.005
8 他の人と協力して物事を遂行する能力 38 4.00 3.0,4.0 38 4.00 4.0,4.0 0.002
9 異文化の人々と協力する能力 38 2.00 2.0,3.0 38 3.00 2.0,3.0 0.175
10 地域社会が直面する問題を理解する能力 38 3.00 3.0,4.0 38 3.00 3.0,4.0 0.868
11 国民が直面する問題を理解する能力 37 3.00 2.8,3.0 37 3.00 3.0,4.0 0.022
600.00.4,0.300.4830.3,0.300.383力能の現表章文21
100.00.3,0.200.3830.2,0.200.283力能用運の語国外31
14 コミュニケーションの能力 38 4.00 3.0,4.0 38 4.00 4.0,4.0 0.001
15 プレゼンテーションの能力 38 3.00 3.0,4.0 38 3.00 3.0,4.0 0.670
100.00.3,8.200.3830.3,0.200.283力能な的理数61
17 コンピューターの操作能力 38 3.00 2.0,3.0 38 3.00 3.0,4.0 0.004
18 時間を効果的に利用する能力 38 3.00 3.0,4.0 38 4.00 3.8,4.0 0.000
19 グローバルな問題の理解 38 2.00 2.0,3.0 38 3.00 2.0,3.0 0.000
在学時に身についた能力 社会で求められていると思う能力
ｐ値
一般教養科目 外国語科目 専門科目 ゼミや実習 看護研究 サークル活動 資格の取得 アルバイト ボランティア 教育満足度 生活満足度
一般教養科目 1
外国語科目 .428** 1
専門科目 .473** .164 1
ゼミや実習 .033 .020 .548** 1
看護研究 .093 .126 .305 .591** 1
サークル活動 .170 .373 * .137 .199 .180 1
資格の取得 .164 .069 -.144 -.153 -.111 .089 1
アルバイト -.322* -.295 -.148 -.069 -.082 -.143 .358* 1
ボランティア .034 .373* -.182 -.121 -.094 .540** .145 .017 1
教育満足度 .137 .200 .128 -.048 .107 -.049 -.160 -.147 .089 1
生活満足度 .205 .241 .172 .265 .411* .337* .052 -.118 .122 .606 ** 1
* p<.05     ** p<.01 Pearson の相関係数 































教育満足度 生活満足度 卒業年 入学前居住地 志願順位
教育満足度 1
生活満足度 .594** 1
卒業年 .100 .023 1
入学前居住地 -.061 -.060 .135 1
志願順位 .151 .237 -.160 -.321 1
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